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　生徒に、「将来どのような生活をしたいですか？」と聞くと、ほとんどの生徒は「幸せな生活をしたい」と答えます。幸
せな生活を将来おくるために、今どのような努力をしているでしょうか。人によっては、将来自分がどのように生きて
いきたいか、夢をどのようにかなえていこうかと準備を続けている人もいるかもしれません。
　社会の中には様々な立場の人がいます。その立場に応じた責任を、任された時には負わなければなりません。自分
が立場のある仕事を任された時には、陰で支えてくれる立場にある人のことも考える必要があります。好き勝手に、
自分のことしか考えない行動をとれば、周りの人たちはどのような気分になってしまうでしょうか？
　自分の立場のことばかり考えるのではなく、自分よりも弱い（と考えられる）立場の人のことも考えて行動すること
で、より多くの人と良い関係を築き、お互いが気持ちよく働き、よりよい仕事を可能にできるのだということを聖書は
私たちに教えているのです。
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あなたがたの中でいちばん偉い人は、
いちばん若い者のようになり、上に立つ人は、
仕える者のようになりなさい。
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聖句

Green Stage　～黒澤酉蔵の銅像「寒地農業の発展」の願いを込めて北方を指し示す～

人の動き
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今年は、本学園の創設者であり、酪農や北海道の発展に貢献した黒澤酉蔵が生まれて130年目の年に当たります。黒澤酉蔵の想いを受
け継ぎ、未来にどのように伝えていくのか、林美香子さんと麻田理事長が語り合いました。

未来へ受け継がれる黒澤酉蔵の想い
林 美香子さん　対談　麻田  信二理事長

　札幌生まれ。北海道大学農学部卒業後、札幌テレビ放送のアナウンサーに。退社後、食や農に関する講演や執
筆活動を行う。北海道大学大学院にて博士（工学）を取得。現在は、慶應義塾大学大学院システムデザイン･マネ
ジメント研究科特任教授。グリーンツーリズム、農業の６次産業化、農都共生による地域再生について研究や
提言を行っている。著書に『農業・農村で幸せになろうよ』（安曇出版）など多数。

麻田 ： 今年は、黒澤酉蔵先生が生まれて130年という節目の年です。学園の卒業生は、この３月の卒業
生を加えると15万人を超えました。地方の学校としては特筆すべき人数だと思います。林さんは、酪農
学園について、どのような印象をお持ちですか。

麻田 ： 黒澤先生は、真の農業教育を行うために北海道酪農義塾を創設し、土から全てを学んでいく教育を実践しました。敗戦後の復興には人材の育成
が重要と考えて、1950年に短大、1960年に大学を設立しました。時代とともに、学べる分野は酪農から農業全般、食品、獣医、自然環境へと広がり
ました。 現在の酪農学園大学は、２学群５学類から成っています。

林 ： 大学では１年生全員が畑で作物を育て、成長記録をまとめて発表しているそうで、本当の意味の実学教育を行っている学校だと思いました。自然
とどう向き合うかは、知識だけではなく、実際に体を動かして会得しなければ身に付きませんものね。

麻田 ： 大学では、「建学原論」という授業の中で、黒澤先生の生き様や業績を学びます。また、農場で土や家畜に触れる実習もしています。体を動かしな
がら自分で考えて問題を解決していくという黒澤先生の教えを取り入れたものです。附属高校のアグリクリエイト科、フードクリエイト科でも、生徒
たちは土や家畜に触れて学んでいます。こうした実習のために、乳牛や肉牛の農場、中小家畜の農場、作物のほ場や温室などの施設を整備しました。洞
爺湖町では閉校した小学校を提供してもらい、環境のフィールド調査や研究の拠点として活用しています。

林 ： チーズなどの取材で訪問した洞爺湖町の塩野谷幸一さん、大樹町の半田司さん、興部町の大黒宏さ
ん、白老町の上村篤正さん、上士幌町の新村浩隆さん、また、三笠市の山崎ワイナリーの山崎和幸さんも
酪農学園の卒業生ですね。黒澤先生の「よい牛乳はよい草から、よい草はよい土から生まれる」という教
え、「生産するだけではなく加工も」という教えが行き渡っていると感じます。最近、農業女子への期待
が高まっていますが、女性でも意欲があれば、農業の担い手になれる時代になりました。旧白滝村に新
規就農した岡田ミナ子さんは６次産業化で成功した女性農業者のパイオニアです。千歳市の中村由美
子さんは経営主として酪農に携わるほか、地域で生産されるそばを提供する店舗を運営し、地域を盛り
立てています。

麻田 ： 今年は「国際土壌年」です。世界各地で土壌流亡、化学物質による土壌汚染や砂漠化の拡大などが進んでいることから、食料生産に関わる土壌の
大切さを世界に認識してもらうために、国際連合が制定しました。その内容は、黒澤先生が提唱した健土健民の考え方に合致するものです。黒澤先生の
教えは、これからの社会でも大切なものだということを多くの人に知ってもらいたいと思います。また、黒澤先生は、有機農業という言葉の誕生にも関
わりました。日本有機農業研究会を設立するために奔走していた一楽照雄氏が、研究会の名称をどうするか苦悩し、黒澤先生を訪ねたときに見た漢詩
「天地有機」から引用して、有機農業という言葉が誕生しました。

麻田 ： 大正時代に北海道酪農を築いてきた先人たちは、デンマークをモデルにしていました。今のデンマークは、食料自給率が300％、エネルギー自
給率は150％です。原子力発電所の建設計画を中止する代わりに、再生可能エネルギーに力を入れています。有機農業が盛んで、いち早くオーガニック
ミルクの生産を行っています。今もデンマークから学ぶ必要があります。

林 ： デンマークは再生可能エネルギーの先進国ですね。環境と農業とエネルギーの政策を総合的に考えた地域づくりをしていて、農村でバイオガス
プラントや風力発電の導入を進めています。土地が広く酪農が盛んな北海道でも、バイオマスや風力など再生可能エネルギーをもっと活用することが
できると思いますね。

麻田 ： 北海道は高齢化、過疎化が進んでいます。経済成長はあまり望めない時代です。発想を変えて、これからは、地域にある資源を循環し、環境を汚
さず、地域を活性化する里山資本主義のような取組を広め、安定した平和な社会を創っていかなければならないと思います。

林 ： 私は、本当の意味の地方創生を考えたときに、農村と都市がもっと仲良くなればとの思いから、都会の人が農家民宿や農家レストランを訪れて余
暇を楽しみ、農家が都会で直売所を開くなどの活動を通して、相互が交流・連携する「農都共生(農村と都市の共生)」の研究活動をしています。フランス
やイタリアでは、30～40年前から国が農業公園や農家民宿などの支援をした結果、人々の田園回帰が進み、地方が元気を取り戻しています。

麻田 ： 黒澤先生が生きていれば、もっと上をめざしていたと思います。生誕130年を契機に、黒澤先生の教えを改めて学び直して、全国に広めていけ
ればと思います。

林 ： 慶應義塾大学では福澤諭吉学、北海道大学では新渡戸稲造学に力を入れるなど、他大学でも先人の教えを学び、伝えていこうという動きがありま
す。酪農学園も黒澤先生の教えを、今まで以上に力を入れて、学園はもとより消費者や若者に広く伝えていってほしいと期待しています。

林 ： 黒澤先生は若い頃、デンマークの国づくりに魅せられていましたね。 

麻田 ： 卒業生の素晴らしい活躍ぶりを見ると、社会に必要な人材を養成するという黒澤先生がめざし
たことが、実現されているなと思います。

林 ： 農村を訪ねると、酪農学園出身の農家、普及指導員、農協職員にたくさん出会います。食や農業につ
いて幅広い教育を行い、農業や農村の現場で活躍する実践者を多く輩出している学校という印象があ

ります。また、酪農学園大学は、早い時期にバイオマス発電に取り組むなど、農業の新しい面を取り入れている、進取の気質に富んだ大学だと思います。

黒澤酉蔵の教えを受け継ぐ実学教育

卒業生に受け継がれる教え

林 ： 黒澤先生は、若いときから熱血漢で、地域のため、人のために行動しましたが、恩師である田中正造氏から受け継いだ精神がその源となっている
のですね。北海道に渡って来て、宇都宮仙太郎氏に出会って酪農の道に進み、大正時代に生乳の生産のみならず、乳製品の製造や販売も行い、協同組合
まで作りました。先見性があり、実践力はすごいと思います。また、多岐にわたる分野で活躍した偉大な人ですね。

麻田 ： 敗戦後は北海道の発展のために特に尽力し、当時の大臣たちは、黒澤先生を北海道の指導者と見ていました。1966年に冷害の調査のために来
道した佐藤栄作首相を案内し、循環農法図を示して、適地適作、健土健民、有畜農業の重要性を訴えたというエピソードがあります。黒澤先生は、16年
間務めた北海道開発審議会の会長を辞するときに、21世紀をにらみ、北海道の使命は、高級な食料の供給基地、シベリア開発の前進基地、自然と風土を
生かした一大国際観光基地になることだと言っています。40年前は夢物語と思われたでしょうが、いまや現実となりつつあります。

林 ： 本当に、北海道の可能性や将来性を見通した洞察力には驚くばかりです。こうした黒澤先生の思想や業績をもっと情報発信していく必要がある
と感じます。

北海道の発展に貢献した黒澤酉蔵

黒澤酉蔵の教えを未来へ伝える林美香子さんプロフィール



　第５回北海道新聞エ
コ大賞の受賞者が３月
16日に発表され、企業・
団体の部で本学の学生
サークル「国際交流
サークル SukaRela（ス
カレラ）」が大賞を受賞
しました。
　この賞は、道内を拠

点に地域に根ざしたテーマで環境保護に努める活動を表彰する
もので、開発途上国における住民参加型の自然再生活動と環境
教育を行うSukaRelaの草の根活動が評価され、大賞に選ばれま
した。
　SukaRelaは、2010年から中国内モンゴル自治区のマンハン地
区を訪問し、苗木を購入して砂漠に植林を行ってきました。2002
年から2013年の衛星画像で調査をした結果、砂地が３分の１に
減り、林地が３倍に急増したことがわかりました。2013年には、
フィリピンが台風30号で甚大な被害を受けた際に、インター
ネットを通じて英語講師をしていた、フィリピンのセブ島カヤム
村出身のマリア・ローランさんからSukaRelaの学生に支援要請
があり、現地に２度赴いて、米や肉の缶詰などの緊急食料援助を
行いました。翌年には、子どもたちに学用品の支援をするととも
に、村人たちとともに、深刻な倒木被害を受けたマンゴーとココ
ヤシを新たに植林しました。

④ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1） ⑤ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

標津町、中標津町の農業・教育機関と
協定を締結中

海道科学大学・同短期大学部と
協定を締結北

フィリピン大学と
学術交流協定を締結東

　３月２日、本学は東
フィリピン大学と学
術交流協定を締結し
ました。東フィリピン
大学とは、2002年に
協定を結んでいます
が、両大学の獣医学部
間で交わされた協定
だったことから、今回
改めて、大学全体とし
て学術研究を中心と
した交流を進めるた

め、協定書が交わされました。
　本学で行われた調印式で干場信司学長は、「すでに獣医学
生同士の交流はありますので、今後は獣医学だけではなく、
農学にも交流や研究の範囲を広げていきたい」と期待を込め
ました。
　東フィリピン大学のマー・P・デアシス学長は、「学生同士
の交流・学びの分野が広がることに期待しています」と話し
ました。

生サークル「SukaRela」が
第５回北海道新聞エコ大賞を受賞学

大学・大学院

　酪農学園大学・大学院の2014度学位記授与式が3月20日、本
学体育館にて行われ、父母や教職員が見守る中、710名（農食環
境学群：循環農学類206名・食と健康学類158名・環境共生学類
117名、獣医学群：獣医保健看護学類58名、獣医学部：獣医学科
128名、酪農学部：酪農学科７名・農業経済学科１名・食品科学科
３名・食品流通学科２名、環境システム学部：環境マネジメント
学科１名・地域環境学科２名・生命環境学科６名、大学院酪農学
研究科：酪農学専攻修士課程 11 名、食品栄養科学専攻修士課程
２名、食生産利用科学専攻博士課程１名、食の安全・安心基盤学
コース３名、獣医学研究科：獣医学専攻博士課程４名）が学び舎
を巣立ちました。

　今年度は、学群学類制に移行して（獣医学類を除く）初めて、ま
た獣医保健看護学類が新設されて初めての卒業生を送り出しま
した。
　式は、藤井創宗教主任の司式のもとキリスト教の礼拝形式で行
われ、干場信司学長より学類、学部学科、大学院の総代に学位記が
授与されました。
　干場学長は式辞の中で、「本学の建学理念である『三愛精神とそ
れに基づく健土健民』とは、現場で学ぶことから始まります。世界
や日本の現場、地域で活躍し、自分だけの幸せの追求にとどまら
ず、世界の幸せに貢献してください。それが酪農学園大学の卒業
生の使命です」と激励の言葉を贈りました。
　続いて、卒業生代表として獣医学部獣医学科の綿屋健太さんと
循環農学類の楠克太郎さんが、大学生活を振り返り、恩師や仲間
への感謝や、これからの決意を語りました。
　最後に、麻田信二理事長は「我が国は今、大きな転換期にあると
思います。酪農学園を創立した黒澤酉蔵先生が提唱した建学の精
神は、極めて重要な教えで
す。これを常に心に持って、
これからの人生を歩んでく
ださい。必ずや皆さんの道
しるべとなり、勇気と希望
を与え、よき人生に導いて
くれるものと確信していま
す」とはなむけの言葉を贈
りました。

014年度学位記授与式2

015年度入学式 841名を迎え
新たなスタート2

　酪農学園大学・大学院の入学式が４月６日、本学体育館で行わ
れ、新入生841名（循環農学類268名、食と健康学類189名、環境共
生学類142名、獣医学類130名、獣医保健看護学類62名、大学院
34名、編入16名）を迎えました。
　式典は、キリスト教学の小林昭博准教授の司式により、キリスト
教の礼拝形式で執り行われました。
　干場信司学長は式辞の中で、「大学で一番大切なのは、正解のな
い問題を自分で考え、自分なりの考え方を作ることです。世の中に
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く
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　２月23日、本学
は中標津町・中標
津町教育委員会・
中標津町農業協同
組合・計根別農業
協同組合・北海道
中標津農業高等学
校と「地域総合交

流に関する協定」を結びました。
　協定により、本学は各種情報の提供、技術普及、調査研究および
人材育成支援等の事業を通して中標津地域の農業振興、地域振興
の推進に協力し、中標津地域の各団体は、本学の教育・研究推進へ
の支援とともに、研究成果の普及を通して、地域振興、産業振興を
図ろうとするものです。
　調印式は中標津町役場で行われ、調印後に干場信司学長は、「健
土健民思想の実践にあたっては実学教育が大切であり、現場で学
び、現場に返すことにより、この地域との関係が深まることを期待
しています」と述べました。
　地域を代表して、中標津町の小林実町長は、「大学の力をお借り
して、町を盛り上げるような取組を進めたい。本協定の締結によ
り、大学の総合力や魅力を町民の方々に身近に感じてもらいたい」
と期待を寄せました。

02大学のトピックス
Topics of the University

　３月16日、本学と北海道科学大学・北海道科学大学短期大学
部は、教育・研究の連携を図るため包括協定を締結しました。本
協定は、相互の知見の理解と教育・研究の充実を図ることを目的
としています。具体的には、単位互換、特別講義、共同研究、既存
施設の利用、学生・教職員の交流等について連携協力を推進する
予定です。大学間での協定締結は両大学ともに２校目で、北海道
科学大学は校名変更後、初となります。
　調印式で干場信司学長は、「工学系と農業系の大学ですが、こ
れまで共同研究などを行ってきて、それが本日、協定という形で
実を結びました。協定の締結により、これからは現場に対するよ
り幅広い対応が可能にな
ります。新たな発展に期
待したい」と話しました。
　北海道科学大学・同短
期大学部の苫米地司学長
は、「建築の世界では当た
り前のことが、畜産の世
界に浸透していないと感
じます。建築からアプ
ローチすることで、農家
の悩みを解決したい」と
話しました。

存在するさまざまな問題に対する自分なりの考え方や、その考え
方のきっかけを、これからの大学生活の中で是非見つけてもらい
たいと思います。若い皆さんには、無限の可能性があります。失敗
を恐れずに、大いにチャレンジしてください」と述べました。
　麻田信二理事長は、「今年は、酪農学園の創設者の黒澤酉蔵が生
まれて130年という節目の年です。黒澤先生は、健全な国土から
健全な国民が生まれるという『健土健民』を生涯訴え続け、酪農学
園大学の建学の精神にもなっています。国連は今年を『国際土壌
年』に制定しましたが、これは黒澤先生が唱えた『健土健民』に通
じるものです。高い志を持って学び、有意義な大学生活を過ごし
てください」とあいさつしました。



　第５回北海道新聞エ
コ大賞の受賞者が３月
16日に発表され、企業・
団体の部で本学の学生
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した。
　SukaRelaは、2010年から中国内モンゴル自治区のマンハン地
区を訪問し、苗木を購入して砂漠に植林を行ってきました。2002
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フィリピンが台風30号で甚大な被害を受けた際に、インター
ネットを通じて英語講師をしていた、フィリピンのセブ島カヤム
村出身のマリア・ローランさんからSukaRelaの学生に支援要請
があり、現地に２度赴いて、米や肉の缶詰などの緊急食料援助を
行いました。翌年には、子どもたちに学用品の支援をするととも
に、村人たちとともに、深刻な倒木被害を受けたマンゴーとココ
ヤシを新たに植林しました。
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ず、世界の幸せに貢献してください。それが酪農学園大学の卒業
生の使命です」と激励の言葉を贈りました。
　続いて、卒業生代表として獣医学部獣医学科の綿屋健太さんと
循環農学類の楠克太郎さんが、大学生活を振り返り、恩師や仲間
への感謝や、これからの決意を語りました。
　最後に、麻田信二理事長は「我が国は今、大きな転換期にあると
思います。酪農学園を創立した黒澤酉蔵先生が提唱した建学の精
神は、極めて重要な教えで
す。これを常に心に持って、
これからの人生を歩んでく
ださい。必ずや皆さんの道
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人材育成支援等の事業を通して中標津地域の農業振興、地域振興
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の支援とともに、研究成果の普及を通して、地域振興、産業振興を
図ろうとするものです。
　調印式は中標津町役場で行われ、調印後に干場信司学長は、「健
土健民思想の実践にあたっては実学教育が大切であり、現場で学
び、現場に返すことにより、この地域との関係が深まることを期待
しています」と述べました。
　地域を代表して、中標津町の小林実町長は、「大学の力をお借り
して、町を盛り上げるような取組を進めたい。本協定の締結によ
り、大学の総合力や魅力を町民の方々に身近に感じてもらいたい」
と期待を寄せました。
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待したい」と話しました。
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ローチすることで、農家
の悩みを解決したい」と
話しました。

存在するさまざまな問題に対する自分なりの考え方や、その考え
方のきっかけを、これからの大学生活の中で是非見つけてもらい
たいと思います。若い皆さんには、無限の可能性があります。失敗
を恐れずに、大いにチャレンジしてください」と述べました。
　麻田信二理事長は、「今年は、酪農学園の創設者の黒澤酉蔵が生
まれて130年という節目の年です。黒澤先生は、健全な国土から
健全な国民が生まれるという『健土健民』を生涯訴え続け、酪農学
園大学の建学の精神にもなっています。国連は今年を『国際土壌
年』に制定しましたが、これは黒澤先生が唱えた『健土健民』に通
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014年度　課外活動表彰（第1回・第２回）・学長特別表彰２

大学・大学院

本 学学生が育てた黒毛和牛の肉が
最高等級「A-5」に

　３月22日に実施された第29回（2014年度）管理栄養士国
家試験の結果が５月８日、厚生労働省より発表されました。
　本学は受験者全員が合格し、昨年に続いて２年連続で合
格率100％を達成しました。2010年度以降、北日本（東北・
北海道）の管理栄養士養成大学の中では６年連続の首位と
なっています。

第 29回管理栄養士国家試験結果

　２月17日・18日に実施された第66回獣医師国家試験の結
果が３月13日、農林水産省より発表され、本学の合格率は
91.4％と、獣医師を養成する16大学のうち第４位の合格率
（私立大学で２位）となりました。

第 66回獣医師国家試験結果

　本学園フィールド教育研究セ
ンター・肉畜生産ステーション
では、現在65頭の黒毛和種や日
本短角種などを飼育していま
す。学生が飼料設計し、牛の世話
をしながら研究する実学教育を
行っています。飼料は濃厚飼料
の量を減らして、ビール粕やふ
すま、小麦など地域にある粗飼
料を有効活用しながら、低コス
トで肉質の良い牛の飼育について研究しています。黒毛和種につ
いてはビール粕サイレージを肥育用飼料に２割強を混ぜ、農場産
の牧草を最後まで飽食給与して肥育します。こうして育てた黒毛
和種のうち３月から４月に出荷した４頭の枝肉が、最高等級のＡ
-５に格付けされました。
　その牛肉が、４月24日から期間限定で、JAいわみざわAコープ
であえーる店で販売されました。店頭では、農場で学生が世話を
している様子などをパネルで紹介し、牛肉パックには学生がデザ
インしたシールが貼られました。

03大学のトピックス
Topics of the University

学雑誌「Research of One Health」の論文タイトル科

萩 原克郎教授らが特許を取得
「新規乳酸菌及び
新規乳酸菌含有組成物」

　本学獣医学類の岩野英知准教授（獣医生化学ユニット）らが東京
工業大学と共同研究を進め、2009年に特許を出願した「スタフィロ
コッカス・アウレウス溶菌性バクテリオファージ」が、４月に認可さ
れました。（特許第5720045号）
　バクテリオファージとは細菌に感染するウイルスで、細菌内で増
殖して溶菌し、細菌を死滅させます。特定の細菌にのみ感染するた
め、他の細菌嚢には影響を与えず、また、増殖が簡単で安価に製造で
きることから、殺菌剤として利用する研究が行われています。
　今回発明したバクテリオファージは、化膿性疾患や敗血症、肺炎、
牛の乳房炎を引き起こす「スタフィロコッカス・アウレウス（黄色ブ
トウ球菌）」を死滅させます。人や家畜の感染症の治療や予防剤とし
て、あるいは食品の殺菌剤などへの活用が期待され、注射や塗布、経
口投与などさまざまな方法での投与が可能です。黄色ブドウ球菌の
一種である多剤耐性菌、MRSAに対する溶菌性も確認されており、今
後はその治療や予防に活用することが期待されます。
　岩野准教授は「細菌はあらゆる環境に適応するため、抗生物質が

効かなくなるという問
題が生じています。
ファージが細菌を溶菌
によって殺す性質を利
用して、細菌感染症への
対抗手段として治療に
応用する研究をさらに
進めていきたい」と話し
ました。

岩 野英知准教授らが特許を取得
「スタフィロコッカス・アウレウス
溶菌性バクテリオファージ」

　獣医学類の萩原克郎教授（獣
医ウイルス学ユニット）、石井
智美教授（食と健康学類・臨床
栄養管理学研究室）、岩野英知
准教授（獣医学類・獣医生化学
ユニット）、森ゆうこ研究員（獣
医学類・獣医ウイルス学ユニッ
ト）が発明し、2010年に特許を
出願した「新規乳酸菌及び新規
乳酸菌含有組成物」が、2014年９月に認可されました。（特
許第5610472号）
　萩原教授らは、生乳を自然発酵させて得られた発酵乳か
ら、腸内菌叢改善作用、免疫賦活化作用に優れ、なおかつ食
品に利用したときを想定して、香味に優れた菌株をスク
リーニングし、この条件に最適な菌株を発見しました。
　萩原教授は、「自然免疫を活性化して病気にかかりにく
くなり、炎症を抑える働きもある乳酸菌です。特徴として、
胃酸や消化液に強いため腸まで届きやすく、ほとんどの種
類の糖を栄養として増殖し、室温で増やせるため安価で製
造することが可能です。人の食べ物だけではなく、飼料と
して丈夫な子牛を育てたり、あるいは産業廃棄物を発酵さ
せて肥料に変えるなど、さまざまな用途での活用が可能
で、人から動物、環境まで、One World One Healthの活
躍が期待できます」と話しました。

　　本学の大学院会が発行する科学雑誌、「Research of One Health（ROH）」では、以下の論文を掲載しています。

2014年3月号
「Filarial nematodes belonging to the superorders Diplotriaenoidea and Aproctoidea from wild and 
captive birds in Japan」
Yoshino Tomoo、Hama Natsuki、Onuma Manabu、Takagi Masaoki、Sato Kei、Matsui Shin、Hisaka Mariko、
Yanai Tokuma、Ito Haruo、Urano Nobutaka、Osa Yuichi、Asakawa Mitsuhiko
「An ectoparasite and epizoite from a western gray whale (Eschrichtius robustus) stranded on 
Tomakomai, Hokkaido, Japan」
Murase Mayumi、Tajima Yuko、Okamoto Minoru、Matsuishi Takashi、Yamada Tadasu K.、Asakawa 
Mitsuhiko
「介護老人福祉施設における給食の危機意識に関する重点改善項目の抽出」　村田 まり子、菊地 和美

2015年3月号
「Postmortem and helminthological examination of seabirds killed by oil spilled at Ishikari, Hokkaido, Japan, in November 2004」
Yoshino Tomoo、Uemura Junpei、Uematsu Kazuyoshi、Tsuchida Shuichi、Osa Yuichi、Taniyama Hiroyuki、Endoh Daiji、Asakawa Mitsuhiko
「周辺水路から宮島沼への栄養塩流入」　古川 雄大、吉田 磨、中谷 暢丈
「集落営農型法人の経営展開に関する研究」　Ayinuer Tulafu、尾𥔎 亨、吉岡 徹、村田 まり子、菅原 優、市川 治 

受験者数
本　学 39人 39人 100.0%
全　国 19,884人 11,068人 55.7%

合格者数 合格率

受験者数
本　学 128人 117人  91.4%
全　国  1,241人 938人  75.6%

合格者数 合格率

　2014年度の学生生活援護会「第１回課外活動表彰式」が11月27日に、「第２回課外活動表彰式」および「学長特別表彰」が３月４日と19日
に行われ、干場信司学長から表彰状と報奨金が贈られました。

2014年度　学生生活援護会課外活動表彰対象者一覧（第１回） 2014年度  学生生活援護会課外活動表彰対象者一覧（第２回）

学長特別表彰

馬術部
少林寺拳法部
写真部
フリークライミングサークル

国際交流サークル
SukaRela

第42回毎日農業記録賞
第25回ヤンマー学生懸賞論文・作文
平成26年度牛乳・乳製品利用料理コンクール
第１回北海道病院レシピコンテスト
日本農業技術検定

優良賞
優秀賞
優秀賞
金　賞
１級合格

第50回全日本学生馬術女子選手権大会
第48回少林寺拳法全日本学生大会
第30回東川町国際写真フェスティバル ストリートフォトギャラリー
2015日本学生スポーツクライミング個人選手権大会

2014年度 第５回北海道新聞エコ大賞

第３位
第１位
準グランプリ
第１位（男子ボルダリングの部）

大賞

平 野 　 優
近藤　茉莉花
佐藤　明日香
西 村 　 望

元 野 　 晶 山 田 　 誠

古木　陽子
楠　　克太郎
村島　恭平
馬場　志央里
篠田　有紗

第56回北海道学生バドミントン秋季リーグ戦大会
第56回北海道学生バドミントン秋季リーグ戦大会
第21回北海道地区大学軟式野球連盟主催秋季リーグ戦大会
第43回北海道学生アーチェリー男子王座決定戦
第45回北海道学生アーチェリー個人選手権大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第67回北海道弓道大会
平成26年度北海道体育大会弓道競技の部
第61回北海道学生弓道選手権大会
第60回全道学生弓道男子争覇戦
ワールドブルームボールチャンピオンシップ2014 in 苫小牧

男子優勝（3部）
女子準優勝（1部）
準優勝（1部）
男子RC個人　第2位
男子RC個人　第3位
自由単独演武男子級拳士の部 第2位
自由単独演武男子級拳士の部 第3位
自由単独演武女子級拳士の部 第1位
大学・一般の部　優勝
成年男子の部　準優勝
男子個人　準優勝
男子個人　第3位
日本代表選手

 

奥村　昂也
奥村　昂也
山田　潤治
髙橋　宏充
矢田　優里香
中原　裕貴
佐藤　裕貴
佐藤　裕貴
横 川 　 悠
鈴木　綾芽

バドミントン部

軟 式 野 球 部
アーチェリー部

少林寺拳法部

弓 道 部
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014年度　課外活動表彰（第1回・第２回）・学長特別表彰２

大学・大学院

本 学学生が育てた黒毛和牛の肉が
最高等級「A-5」に

　３月22日に実施された第29回（2014年度）管理栄養士国
家試験の結果が５月８日、厚生労働省より発表されました。
　本学は受験者全員が合格し、昨年に続いて２年連続で合
格率100％を達成しました。2010年度以降、北日本（東北・
北海道）の管理栄養士養成大学の中では６年連続の首位と
なっています。

第 29回管理栄養士国家試験結果

　２月17日・18日に実施された第66回獣医師国家試験の結
果が３月13日、農林水産省より発表され、本学の合格率は
91.4％と、獣医師を養成する16大学のうち第４位の合格率
（私立大学で２位）となりました。

第 66回獣医師国家試験結果

　本学園フィールド教育研究セ
ンター・肉畜生産ステーション
では、現在65頭の黒毛和種や日
本短角種などを飼育していま
す。学生が飼料設計し、牛の世話
をしながら研究する実学教育を
行っています。飼料は濃厚飼料
の量を減らして、ビール粕やふ
すま、小麦など地域にある粗飼
料を有効活用しながら、低コス
トで肉質の良い牛の飼育について研究しています。黒毛和種につ
いてはビール粕サイレージを肥育用飼料に２割強を混ぜ、農場産
の牧草を最後まで飽食給与して肥育します。こうして育てた黒毛
和種のうち３月から４月に出荷した４頭の枝肉が、最高等級のＡ
-５に格付けされました。
　その牛肉が、４月24日から期間限定で、JAいわみざわAコープ
であえーる店で販売されました。店頭では、農場で学生が世話を
している様子などをパネルで紹介し、牛肉パックには学生がデザ
インしたシールが貼られました。

03大学のトピックス
Topics of the University

学雑誌「Research of One Health」の論文タイトル科

萩 原克郎教授らが特許を取得
「新規乳酸菌及び
新規乳酸菌含有組成物」

　本学獣医学類の岩野英知准教授（獣医生化学ユニット）らが東京
工業大学と共同研究を進め、2009年に特許を出願した「スタフィロ
コッカス・アウレウス溶菌性バクテリオファージ」が、４月に認可さ
れました。（特許第5720045号）
　バクテリオファージとは細菌に感染するウイルスで、細菌内で増
殖して溶菌し、細菌を死滅させます。特定の細菌にのみ感染するた
め、他の細菌嚢には影響を与えず、また、増殖が簡単で安価に製造で
きることから、殺菌剤として利用する研究が行われています。
　今回発明したバクテリオファージは、化膿性疾患や敗血症、肺炎、
牛の乳房炎を引き起こす「スタフィロコッカス・アウレウス（黄色ブ
トウ球菌）」を死滅させます。人や家畜の感染症の治療や予防剤とし
て、あるいは食品の殺菌剤などへの活用が期待され、注射や塗布、経
口投与などさまざまな方法での投与が可能です。黄色ブドウ球菌の
一種である多剤耐性菌、MRSAに対する溶菌性も確認されており、今
後はその治療や予防に活用することが期待されます。
　岩野准教授は「細菌はあらゆる環境に適応するため、抗生物質が

効かなくなるという問
題が生じています。
ファージが細菌を溶菌
によって殺す性質を利
用して、細菌感染症への
対抗手段として治療に
応用する研究をさらに
進めていきたい」と話し
ました。

岩 野英知准教授らが特許を取得
「スタフィロコッカス・アウレウス
溶菌性バクテリオファージ」

　獣医学類の萩原克郎教授（獣
医ウイルス学ユニット）、石井
智美教授（食と健康学類・臨床
栄養管理学研究室）、岩野英知
准教授（獣医学類・獣医生化学
ユニット）、森ゆうこ研究員（獣
医学類・獣医ウイルス学ユニッ
ト）が発明し、2010年に特許を
出願した「新規乳酸菌及び新規
乳酸菌含有組成物」が、2014年９月に認可されました。（特
許第5610472号）
　萩原教授らは、生乳を自然発酵させて得られた発酵乳か
ら、腸内菌叢改善作用、免疫賦活化作用に優れ、なおかつ食
品に利用したときを想定して、香味に優れた菌株をスク
リーニングし、この条件に最適な菌株を発見しました。
　萩原教授は、「自然免疫を活性化して病気にかかりにく
くなり、炎症を抑える働きもある乳酸菌です。特徴として、
胃酸や消化液に強いため腸まで届きやすく、ほとんどの種
類の糖を栄養として増殖し、室温で増やせるため安価で製
造することが可能です。人の食べ物だけではなく、飼料と
して丈夫な子牛を育てたり、あるいは産業廃棄物を発酵さ
せて肥料に変えるなど、さまざまな用途での活用が可能
で、人から動物、環境まで、One World One Healthの活
躍が期待できます」と話しました。

　　本学の大学院会が発行する科学雑誌、「Research of One Health（ROH）」では、以下の論文を掲載しています。

2014年3月号
「Filarial nematodes belonging to the superorders Diplotriaenoidea and Aproctoidea from wild and 
captive birds in Japan」
Yoshino Tomoo、Hama Natsuki、Onuma Manabu、Takagi Masaoki、Sato Kei、Matsui Shin、Hisaka Mariko、
Yanai Tokuma、Ito Haruo、Urano Nobutaka、Osa Yuichi、Asakawa Mitsuhiko
「An ectoparasite and epizoite from a western gray whale (Eschrichtius robustus) stranded on 
Tomakomai, Hokkaido, Japan」
Murase Mayumi、Tajima Yuko、Okamoto Minoru、Matsuishi Takashi、Yamada Tadasu K.、Asakawa 
Mitsuhiko
「介護老人福祉施設における給食の危機意識に関する重点改善項目の抽出」　村田 まり子、菊地 和美

2015年3月号
「Postmortem and helminthological examination of seabirds killed by oil spilled at Ishikari, Hokkaido, Japan, in November 2004」
Yoshino Tomoo、Uemura Junpei、Uematsu Kazuyoshi、Tsuchida Shuichi、Osa Yuichi、Taniyama Hiroyuki、Endoh Daiji、Asakawa Mitsuhiko
「周辺水路から宮島沼への栄養塩流入」　古川 雄大、吉田 磨、中谷 暢丈
「集落営農型法人の経営展開に関する研究」　Ayinuer Tulafu、尾𥔎 亨、吉岡 徹、村田 まり子、菅原 優、市川 治 

受験者数
本　学 39人 39人 100.0%
全　国 19,884人 11,068人 55.7%

合格者数 合格率

受験者数
本　学 128人 117人  91.4%
全　国  1,241人 938人  75.6%

合格者数 合格率

　2014年度の学生生活援護会「第１回課外活動表彰式」が11月27日に、「第２回課外活動表彰式」および「学長特別表彰」が３月４日と19日
に行われ、干場信司学長から表彰状と報奨金が贈られました。

2014年度　学生生活援護会課外活動表彰対象者一覧（第１回） 2014年度  学生生活援護会課外活動表彰対象者一覧（第２回）

学長特別表彰

馬術部
少林寺拳法部
写真部
フリークライミングサークル

国際交流サークル
SukaRela

第42回毎日農業記録賞
第25回ヤンマー学生懸賞論文・作文
平成26年度牛乳・乳製品利用料理コンクール
第１回北海道病院レシピコンテスト
日本農業技術検定

優良賞
優秀賞
優秀賞
金　賞
１級合格

第50回全日本学生馬術女子選手権大会
第48回少林寺拳法全日本学生大会
第30回東川町国際写真フェスティバル ストリートフォトギャラリー
2015日本学生スポーツクライミング個人選手権大会

2014年度 第５回北海道新聞エコ大賞

第３位
第１位
準グランプリ
第１位（男子ボルダリングの部）

大賞

平 野 　 優
近藤　茉莉花
佐藤　明日香
西 村 　 望

元 野 　 晶 山 田 　 誠

古木　陽子
楠　　克太郎
村島　恭平
馬場　志央里
篠田　有紗

第56回北海道学生バドミントン秋季リーグ戦大会
第56回北海道学生バドミントン秋季リーグ戦大会
第21回北海道地区大学軟式野球連盟主催秋季リーグ戦大会
第43回北海道学生アーチェリー男子王座決定戦
第45回北海道学生アーチェリー個人選手権大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第45回少林寺拳法 北海道学生大会
第67回北海道弓道大会
平成26年度北海道体育大会弓道競技の部
第61回北海道学生弓道選手権大会
第60回全道学生弓道男子争覇戦
ワールドブルームボールチャンピオンシップ2014 in 苫小牧

男子優勝（3部）
女子準優勝（1部）
準優勝（1部）
男子RC個人　第2位
男子RC個人　第3位
自由単独演武男子級拳士の部 第2位
自由単独演武男子級拳士の部 第3位
自由単独演武女子級拳士の部 第1位
大学・一般の部　優勝
成年男子の部　準優勝
男子個人　準優勝
男子個人　第3位
日本代表選手

 

奥村　昂也
奥村　昂也
山田　潤治
髙橋　宏充
矢田　優里香
中原　裕貴
佐藤　裕貴
佐藤　裕貴
横 川 　 悠
鈴木　綾芽

バドミントン部

軟 式 野 球 部
アーチェリー部

少林寺拳法部

弓 道 部
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とわの森三愛高等学校 04高校のトピックス
Topics of the High School

　２月28日午前10時より、本校礼拝堂にて2014年度卒業証書
授与式が行われました。卒業生となる281名が、多くの在校生・
保護者の見守る中、凛とした表情で卒業証書を受け取り、学舎を
巣立っていきました。また、３月７日には、同じく通信制課程の
卒業式も行われ、26名の生徒に卒業証書が手渡されました。
　今年度は、国公立大学合格者数が過去最多の15名となったほ
か、難関大学に挑戦し合格を勝ち取った生徒もいました。

☆卒業生の主な進路結果は、次の通りです。
（過年度卒を含む合格者数。５月１日現在）
国公立大学15名（北海道大学、北海道教育大学、小樽商科大学、  
　室蘭工業大学、釧路公立大学、弘前大学、山形大学、高崎経済大
　学、筑波大学、静岡大学）

私立大学156名（酪農学園大学、早稲田大学、青山学院大学、法政
　大学、国際基督教大学、同志社大学、立命館大学、麻布大学、北
　里大学、近畿大学、フェリス女学院大学など）
短期大学22名、看護学校14名、専門学校74名、就職34名、留学3
名など

2 014年度　卒業式

　４月７日午前10時より、本校礼拝堂にて第25回入学式（全日
制課程）が行われました。258名の新入生が緊張した面持ちで入
堂し、担任による新入生点呼の後、榮忍校長から入学許可宣言が
されました。全国各地から集まった新入生に向けて、校長から
「今年度、一年を通して覚える聖書箇所に『聞くだけでなく、行な
う者になれ』と勧められています。『実践者』として胸を張れるよ
うに共に歩みましょう。『聞くだけで終わる者は、自分を欺くこ
とになる』とも記されています。聞いただけで判ったつもりに
なっていても、行動に変化が無ければ、『わかった』ことにはなら
ないことを、ここでも確認します。真の理解への気づきと変化と
を求めて、多くの学びと経験に意欲的に取り組んでください」と
語りました。
　また、４月18日には通信制課程の入学式も行われ、４名の生徒の
通信制課程普通科への新入学が許可されました。卒業までの３年
間がすべての生徒にとって有意義なものとなることを願います。

2 015年度　入学式

　2014年度も北海道代表として、多くの生徒が全国大会
に出場しました。2015年度は7月28日から開催される第
39回全国高等学校総合文化祭（2015滋賀びわこ総文）に
書道部が初出場を決めたほか、高体連全道大会に９クラブ
が進出するなど（６月１日現在）、近畿インターハイに向け
ても日々努力しています。応援をよろしくお願いします。

2 014年度　全国大会出場報告

　アグリクリエイト科機農コース３年生（当時２年生）は、３月13日
～22日の日程で、第30回の欧州酪農研修旅行を実施しました。デン
マークでは、建学の精神である「三愛精神」のルーツを学び、グルンド
ヴィ教会をはじめ、有機農法による牛乳の生産・販売をする酪農家や
ロラン島にあるチーズなどの乳製品の製造や農家レストランを営む
有機農場を見学しました。さらに、ドイツでは、ファームステイやビン
ゲン大学での講義を通して、ドイツ国内やヨーロッパ全体の酪農や農
業について学びました。また、バイオガスプラントによる発電事業の
見学など日本との比較や各国の違いを肌で感じることができました。
　最後に、経由地のロンドンでは、大英博物館などに立ち寄り歴史的
な学びも深め、実際に触れて感じる貴重な経験を得ることができま
した。この旅行に携わっていただいた関係者の方々、保護者の皆様の
ご理解とご協力に感謝申し上げます。

機 農コース　欧州酪農研修旅行

　１月４日～13日、カナダ・バンクーバーへの語学研修旅行に
本校生徒12名が参加しました。現地ではホームステイ先から市
内中心部の語学学校へ各自でバスや電車で通い、世界各国から
の留学生と共に英語のみで授業や笑顔の時間を過ごしました。
辞書を片手に懸命にコミュニケーションを図った経験は、英語
が通じる喜びと自信につながったことでしょう。午後は市内散
策や郊外観光を通して、カナダの歴史や生活様式を肌で感じて
いました。
　週末はホームステイ先のご家族と心温まるひと時を過ごし
ていました。このような有意義な異文化体験ができたのは、皆
様のおかげです。ご協力に心より感謝申し上げます。

第８回　カナダ語学研修旅行

2016年度入試に向けて
（学校見学会・各種入試相談会のご案内）
　来年度の入試に向けて、本校での学校見学会をはじめ、全国各地で説明会・相談会を開催します。
ぜひ、足をお運びください。お問い合わせは、広報入試部まで。（電話番号011-388-4706）
● 学校見学会【9/12、10/10、11/14：本校】
● 獣医進学・アドバンスコース説明会【8/29：本校】
● 地区別学校説明会【9月：旭川、北見、釧路、帯広、函館、苫小牧】
● 関東地区入試相談会（予約制）【7/19・20、9/23、10/4・18・31、11/21、12/6：酪農学園東京オフィス】
● 関西地区入試相談会（予約制）【10/17：神戸、12/5：大阪】
※ 開催場所や日程は変更することがあります。詳細は、公式webページの案内をご覧ください。
　 http://www.san-ai.ed.jp/

女子ソフトボール部（高校総体・選抜大会）
女子バドミントン部（高校総体・選抜大会）
男子ソフトテニス部（高校総体・選抜大会） 
女子ソフトテニス部（高校総体・選抜大会）
男子バレーボール部（高校総体）
体操競技部（高校総体）
農業クラブ（全国大会農業鑑定の部）
書道部（2015滋賀びわこ総文出場決定）

【2014年度全国大会出場クラブ】
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見学など日本との比較や各国の違いを肌で感じることができました。
　最後に、経由地のロンドンでは、大英博物館などに立ち寄り歴史的
な学びも深め、実際に触れて感じる貴重な経験を得ることができま
した。この旅行に携わっていただいた関係者の方々、保護者の皆様の
ご理解とご協力に感謝申し上げます。

機 農コース　欧州酪農研修旅行

　１月４日～13日、カナダ・バンクーバーへの語学研修旅行に
本校生徒12名が参加しました。現地ではホームステイ先から市
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策や郊外観光を通して、カナダの歴史や生活様式を肌で感じて
いました。
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ていました。このような有意義な異文化体験ができたのは、皆
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2016年度入試に向けて
（学校見学会・各種入試相談会のご案内）
　来年度の入試に向けて、本校での学校見学会をはじめ、全国各地で説明会・相談会を開催します。
ぜひ、足をお運びください。お問い合わせは、広報入試部まで。（電話番号011-388-4706）
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● 地区別学校説明会【9月：旭川、北見、釧路、帯広、函館、苫小牧】
● 関東地区入試相談会（予約制）【7/19・20、9/23、10/4・18・31、11/21、12/6：酪農学園東京オフィス】
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06新設施設紹介
New Facility Introduction

「臨床獣医学教育研究センター（仮称）」2016年２月下旬完成予定

高大併設男子寮

希望寮
　本学園では、遠隔地出身の学生・生徒
が経済的・精神的に安心して学業に専念
できるよう、キャンパス内に寮を完備し
ています。　　　
　2015年４月に完成した、希望寮で
は、新寮生を含め、大学生200名・高校生
124名が新しい寮生活をスタートさせ
ました。

　文部科学省の「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」の最終答申により、獣医学教育改革の方向性が示さ
れ、モデル・コア・カリキュラムに対応した教育環境の整備が急務となりました。
　参加型臨床実習に臨む学生に必要な知識･技能・態度の到達レベルを公正かつ厳正に評価し、その質を社会に保証するた
め、2016年度から「共用試験」が実施されます。共用試験は、基本的知識のvetCBT（veterinary Computer Based 
Testing）と、基本的技能と態度のvetOSCE（veterinary Objective Structured Clinic Examination）で構成されます。
vetOSCEに対応する教育環境の整備のため、「臨床獣医学教育研究センター（仮称）」を建設いたします。

大学寮長

松本 整樹さん
（循環農学類３年）

希望寮で
最高の思い出を !
全国各地から学生が集う酪農学園
にひときわ目立つ希望寮。皆さん
で歴史を築いていく幕開けの年で
もあります！全国各地から集う最
高な仲間たちと最高の思い出を作
りませんか？希望寮寮生一同、新
入生の皆さんの入寮を心よりお待
ちしています！

４月から新たな
寮生活始まる  !

４人
部屋

入寮費

寮費

60,000円 入寮費

寮費 （３食込み）

60,000円

大学生（４人部屋） 高校生（４人部屋）

年額  　　　  366,000円
食費 258,000円

年額  　　720,000円
月額 　 　  60,000円

05チャレンジする学生
Students to Challenge

日本の大学では見ることができない獣医医療を体験
　本学は、北海道大学と東京大学と共同で、ASEANを率いるタイのカセサート大学の教育資源を活用して共同教育を実施する、文部
科学省の2013（平成24）年度「大学の世界展開力強化事業」ー海外との戦略的高等教育連携支援ーに採択されました（最大５年間の事
業）。本事業の対象は獣医学類の５年生で、9月から11月までの3カ月間、カセサート大学の２つのキャンパスで実習を行い、取得した
単位は獣医学類５年次後期の単位として認定されます。現地では、寮やアパートで暮らしながらタイ人の学生と一緒に実習を行い、週
毎に実習内容に関するプレゼンテーションを英語で行います。
　2014年度は相互に学生を派遣する最初の年となり、カセサート大学からは20名が本学で学び、本学からは13名の学生が参加しま
した。このうち、４月に開かれた2015年度の説明会で体験を語った４名の６年生に感想を話してもらいました。

　日頃は研究室にいる私に
とって、実際に診療や治療に携
われたことは良い体験でした。
特に、エキゾチックアニマルの
診療は日本の大学では行って
おらず、将来、動物病院勤務志
望ではない私にとっては、非常
に良い経験となりました。

獣医ウイルス学ユニット
小林 洋平さん

カメの脱腸のトリートメント 猛禽類のハンドリング クラスメートと ディスカッションの様子

観光の仕事をするゾウの往診 オペのアシスタントを体験 初めて牛の出産に立ち会う イギリス原産のヤギの往診

ここへ来なければ
体験できなかった

　ディスカッションやプレゼ
ンテーションを通して、獣医学
の知識も学生間の交流も深め
ることができました。また、休
日にはタイの学生とワットプ
ラケオ等へ連れて行ってもら
い、タイでの生活はとても充実
したものとなりました。

獣医組織解剖学ユニット
白石 一郎さん

タイの学生との交流を
楽しむ！学びも遊びも!!

　ドクターのアシスタントとし
てオペに入ることができ、皮下
縫合を任せてもらえるなど日本
の大学ではできない経験ができ
ました。学生のうちから経験さ
せてもらえる環境に感動しまし
た。また、麻酔の実習では、一人
に牛一頭が与えられましたが、
現地の肉牛は攻撃的で難しかっ
たので、うまくできた時の感動
は大きかったです。

食品衛生学ユニット
昆　 道葉さん

初めての体験を成し遂げ、
自信につながった

　タイの教育は、実際に目で見
て、触れ、考えを討論する教育方
針でした。
　そうした教育を受けながら、
伴侶、生産、野生動物の手術のア
シスタント、救急診療など日本
ではなかなかできない貴重な体
験をすることで、今までは考え
ていなかった分野にも興味を持
ち、将来に向けて選択の幅が広
がりました。

獣医放射線生物学ユニット
清水　佑基さん

将来に向け、
選択の幅が広がった

食堂

ラウ
ンジ

 （２食・年額）



⑩ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1） ⑪ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

06新設施設紹介
New Facility Introduction
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できるよう、キャンパス内に寮を完備し
ています。　　　
　2015年４月に完成した、希望寮で
は、新寮生を含め、大学生200名・高校生
124名が新しい寮生活をスタートさせ
ました。

　文部科学省の「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」の最終答申により、獣医学教育改革の方向性が示さ
れ、モデル・コア・カリキュラムに対応した教育環境の整備が急務となりました。
　参加型臨床実習に臨む学生に必要な知識･技能・態度の到達レベルを公正かつ厳正に評価し、その質を社会に保証するた
め、2016年度から「共用試験」が実施されます。共用試験は、基本的知識のvetCBT（veterinary Computer Based 
Testing）と、基本的技能と態度のvetOSCE（veterinary Objective Structured Clinic Examination）で構成されます。
vetOSCEに対応する教育環境の整備のため、「臨床獣医学教育研究センター（仮称）」を建設いたします。

大学寮長

松本 整樹さん
（循環農学類３年）

希望寮で
最高の思い出を !
全国各地から学生が集う酪農学園
にひときわ目立つ希望寮。皆さん
で歴史を築いていく幕開けの年で
もあります！全国各地から集う最
高な仲間たちと最高の思い出を作
りませんか？希望寮寮生一同、新
入生の皆さんの入寮を心よりお待
ちしています！

４月から新たな
寮生活始まる  !

４人
部屋

入寮費

寮費

60,000円 入寮費

寮費 （３食込み）

60,000円

大学生（４人部屋） 高校生（４人部屋）

年額  　　　  366,000円
食費 258,000円

年額  　　720,000円
月額 　 　  60,000円

05チャレンジする学生
Students to Challenge

日本の大学では見ることができない獣医医療を体験
　本学は、北海道大学と東京大学と共同で、ASEANを率いるタイのカセサート大学の教育資源を活用して共同教育を実施する、文部
科学省の2013（平成24）年度「大学の世界展開力強化事業」ー海外との戦略的高等教育連携支援ーに採択されました（最大５年間の事
業）。本事業の対象は獣医学類の５年生で、9月から11月までの3カ月間、カセサート大学の２つのキャンパスで実習を行い、取得した
単位は獣医学類５年次後期の単位として認定されます。現地では、寮やアパートで暮らしながらタイ人の学生と一緒に実習を行い、週
毎に実習内容に関するプレゼンテーションを英語で行います。
　2014年度は相互に学生を派遣する最初の年となり、カセサート大学からは20名が本学で学び、本学からは13名の学生が参加しま
した。このうち、４月に開かれた2015年度の説明会で体験を語った４名の６年生に感想を話してもらいました。

　日頃は研究室にいる私に
とって、実際に診療や治療に携
われたことは良い体験でした。
特に、エキゾチックアニマルの
診療は日本の大学では行って
おらず、将来、動物病院勤務志
望ではない私にとっては、非常
に良い経験となりました。

獣医ウイルス学ユニット
小林 洋平さん

カメの脱腸のトリートメント 猛禽類のハンドリング クラスメートと ディスカッションの様子

観光の仕事をするゾウの往診 オペのアシスタントを体験 初めて牛の出産に立ち会う イギリス原産のヤギの往診

ここへ来なければ
体験できなかった

　ディスカッションやプレゼ
ンテーションを通して、獣医学
の知識も学生間の交流も深め
ることができました。また、休
日にはタイの学生とワットプ
ラケオ等へ連れて行ってもら
い、タイでの生活はとても充実
したものとなりました。

獣医組織解剖学ユニット
白石 一郎さん

タイの学生との交流を
楽しむ！学びも遊びも!!

　ドクターのアシスタントとし
てオペに入ることができ、皮下
縫合を任せてもらえるなど日本
の大学ではできない経験ができ
ました。学生のうちから経験さ
せてもらえる環境に感動しまし
た。また、麻酔の実習では、一人
に牛一頭が与えられましたが、
現地の肉牛は攻撃的で難しかっ
たので、うまくできた時の感動
は大きかったです。

食品衛生学ユニット
昆　 道葉さん

初めての体験を成し遂げ、
自信につながった

　タイの教育は、実際に目で見
て、触れ、考えを討論する教育方
針でした。
　そうした教育を受けながら、
伴侶、生産、野生動物の手術のア
シスタント、救急診療など日本
ではなかなかできない貴重な体
験をすることで、今までは考え
ていなかった分野にも興味を持
ち、将来に向けて選択の幅が広
がりました。

獣医放射線生物学ユニット
清水　佑基さん

将来に向け、
選択の幅が広がった

食堂

ラウ
ンジ

 （２食・年額）



⑫ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1） ⑬ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

　昭和50年代に、地域の仲間、農協・普及センター・飲料メー
カーの職員、NOSAI獣医、酪農学園大学の安宅一夫先生と小岩
政照先生と共に、江別酪農研究会を立ち上げました。酪農学園大
学の先生に講師になってもらって公開講座を開いたり、外国か
ら講師を呼んだりして、酪農の最新情報を学びました。交流を続
けることで、農家は飼料や技術などについて大学の先生に相談
しやすくなったし、先生は農家にデータの提供を依頼しやすく
なったと思います。

地域のみんなで最新情報を学ぶ

　基本に忠実に、手を抜かないでコツコツとやってきた結果、年
間総生産乳量は1,413トンとメガファームの仲間入りを果た
し、１頭当たり乳量は12,039キロと、地域のトップを記録して
います。体細胞数は10万個以下、分娩間隔は400日以下という
実績もついてきました。これらは家族の誇りです。
　ストークランドという牧場は、河野と「幸せを運ぶコウノトリ
（Stork）」をかけて名づけました。我々がやってきた酪農は地道
で苦労が多いですが、娘がそのことを理解して、跡を継いでくれ
たのはうれしいことです。娘には、牛にも人にも幸せな循環型酪
農を続けていってもらいたいですね。

受け継がれる循環型酪農

　我が家では、一つ一つの作業を丁寧に、労働を惜しまないこと
をモットーにしてやってきました。基本に忠実にとみんな言葉
では言いますが、実行できる人はそういません。特に、多頭化す
ると作業がおろそかになりがちです。我が家では、規模拡大して
も基本をかたくなに守っています。搾乳もこだわりを持って、細
心の注意を払って時間をかけて作業しています。ただ、労働時間
が長いので、もう少しゆとりがあればと言う専門家もいるけれ
ども、課題ですね。
　家族が力を合わせ、みんなでやっていることを伝えたくて、自
分が結婚してから毎年、家族の写真を年賀状にしています。これ
までの年賀状を改めて見てみると、子供たちの成長ぶりや経営
の動きがわかる、まさに河野牧場の歴史ですね。

家族が力を合わせ、基本に忠実に

コンディションもよく、牛の体型がきれいだと言われます。
　娘の影響もあり、牛づくりの一環として、遺伝改良にも力を入
れています。酪農学園大学の堂地修教授や今井敬教授の協力に
より、受精卵移植や経膣採卵（ＯＰＵ）を取り入れたことで、乳牛
改良が進んで、共進会への参加や優良種雄牛の誕生につながり
ました。　

黒澤酉蔵が提唱した循環型酪農を
現代に実践する江別酪農のリーダー

07
　大学４年生のとき、卒
論のために原田勇先生の
土壌植物栄養学研究室に
入りました。原田先生か
ら、酪農の基本は「土づく
り－草づくり－牛づく
り」であることを徹底的
に学びました。酪農の現
場をよく知っている先生
に実学教育で育てられた
のが良かったと思いま
す。卒業して就農してか
ら、大学で学んだ牛飼い
の教えを忠実に守り、規
模拡大しても踏襲してき
ました。当時は珍しかっ

たアルファルファの導入にも挑戦しました。跡継ぎの三女・愛
（酪農学科2002年卒）は、安宅一夫先生の研究室の卒業生です。
娘は、乳牛改良とともに、安宅先生の影響で栄養面にも目を向
けるようになりました。

原田勇先生から牛飼いの教えを学ぶ

　我が家の牛は
腹 が 大 き い で
しょう。草をたく
さん食べ、体の
しっかりした牛
を育てるために、
飼料にこだわっ
ているんです。良
い自給飼料を作
るには、完熟した
堆肥を草地に還
元することが大
事で、循環型酪農は完熟堆肥を作ることから始まると思ってい
ます。近隣から麦稈（ワラ）を年間1000個くらい集め、牛床にも
マットではなくワラを、通路にもワラを敷いています。牛に踏ま
せて水分を抜くことで堆肥の水分調整ができるんです。ワラを
ふんだんに敷いているので牛の体をきれいに保てます。
　堆肥を集めて定期的に切り返し、腐熟した良質な堆肥を作り
ます。イタリア製の堆肥かくはん機も利用していますよ。こうし
てできた完熟堆肥を秋に飼料畑に散布して、土壌診断を行った
上で、必要な肥料を入れています。草地に雑草が混じると栄養価
が低く、牛の吸収にも悪いので、きちんと管理して高収量を維持
し、定期的に草地更新しています。
　自家で取れた粗飼料は、必ず成分分析します。カリが高いとお
産に影響するので、多くならないように管理します。サイレージ
の発酵品質にも気を配り、Ｖスコアで90になるよう、酪酸・酢酸
が入らないよう調製しています。粗飼料と配合飼料の割合は
55：45、１頭当たりの平均乾物摂取量は24kg／日です。おいし
くて栄養価の高い粗飼料を牛に与えれば、食い込みがよく、選び
食いをしないんですよ。粗飼料の割合を多く保つことで、ボディ

完熟堆肥から始まる循環型酪農

活躍する同窓生
Active Alumni

ストークランドファーム・河野牧場を経営する河野さんは、約50年
間にわたり、完熟堆肥の生産を軸にした「土－草－牛」の循環型酪農
を、忠実に実践しています。早い時期にフリーストール牛舎・ミルキ
ングパーラーを導入して高乳量、高乳質を維持するほか、勉強会を主
宰して地域酪農の発展にも貢献する河野さんに話を伺いました。

北海道江別市　ストークランドファーム・河野牧場

牧場主　河野 崇治 さん
酪農学園大学酪農学科1966年卒

経営の歴史
1938年　父（故・鉄雄氏）が当地で水田酪農を開始　
1966年　酪農学園大学を卒業後に就農、26歳で経営移譲を受ける
1974年　酪農専業となる
1993年　規模拡大し、フリーストール牛舎、ミルキングパーラー導入
2002年　三女・愛さんが就農
2002年　全国草地畜産コンクール農林水産省生産局長賞を受賞
2005年　全道乳質改善大賞を受賞
2013年　三女・愛さんが経営に参画

経営理念
・ いつも自然体であること
・ 家族と地域と仲間と共にあり
・ 牛は、生き物であり軽んじてはならない

経営概要

耕地面積 飼料畑 70ha
トウモロコシ 19ha

（2015年度）

飼養頭数
（2015年度）

労働力
（2014年度）

アルファルファ 12ha
チモシー 39ha

借地

230頭　うち搾乳120頭

・本人　・妻　・三女

27.5ha 共同草地（３戸）

生乳生産

年間総生産乳量
１頭当たり乳量
体　細　胞　数（2014年度）

草地更新率

ＴＤＮ自給率
粗飼料給与率

14%

50%
58%

分　娩　間　隔

1,413.4トン
12,039kg
8.9万個/ml
392日

・三女の配偶者　・従業員（３名）

牛が競って食い込むＴＭＲ

堆肥を調製中のかくはん機

家族の写真を年賀状に（1997年）

完熟堆肥
を散布後

、

よく土づ
くりされ

た

飼料畑

こ　う　の　　　  た　か　じ



酪農育英会だより2014年度決算の概要 　去る５月28日に開催された酪農学園同窓会連合会の理事会・
代議員会において、以下のことが決定されました。
 ・ 42年の歴史を持つ酪農学園同窓会連合会は、2015年度より
「酪農学園同窓会」に名称が変更されました。
　従来の個々に運営されていた同窓会活動について、高校、短大、
大学の各単位同窓会と地区支部同窓会の組織・財務の統合による
一元化を推進していきます。
 ・ また、役員改選において、野村武会長は任期満了のため退任さ
れ、顧問に就任しました。今回、選任された主な役員は以下のとお
りです。
　会　長　小山 久一氏　　（大学酪農学科  ９期）　　新任
　副会長　浅野 政輝氏　　（と わ の 森 高  １期）　　再任
　副会長　堀内 信良氏　　（短 大 酪 農 科  2 3 期）　　再任
　副会長　加藤 清雄氏　　（大学獣医学科   ５期）　　新任
　副会長　岡田　 勉氏　　（関東甲信越地区会長）　　再任
　その他の役員も大幅に変更になりました。下記の酪農学園同窓
会ＨＰからご確認をお願いします。
　高校、短大、大学の同窓会や地区支部同窓会の開催予定も見る
ことができます。また、同期会やOB会等の助成金申請や各種証明
書の発行もこちらからどうぞ。

同窓会からのお知らせ

　今年で第24回となるホームカミングデーを黒澤記念講堂およ
び同窓会前庭を会場として、下記のとおり開催の準備を進めてお
ります。
　例年どおり野外バーベキューランチ（元野幌農場で肥育された
日本短角牛や大学牛乳をご賞味いただきます）でオープニングの
予定です。ふるってご参加いただきたくご案内申し上げます。な
お、この機会に合わせて同期会やOB会の開催をご検討願います。

　詳細は後日、上記の同窓会ＨＰで告知します。
　＊なお、同期会や部活、研究室等での同窓会開催を計画される
　　場合は、幹事の方々はお手数ですが、助成金申請を含めて同
　　窓会事務局までご一報願います。

酪農学園同窓会ホームページ
http://rakuno.org/

　大学同窓会校友会や、短大同窓会ＨＰも見ることが可能です。
恩師等の情報は下記のホームページからご覧ください。

貴農同志会（教職員OB会）ホームページ
http://doushikai.rakunogakuen.org/

■ 開催日時／2015年９月12日（土）
　 昼食会11：00～12：30 
　 同窓会前庭でのバーベキューランチ（会費1,000円）
■ 記念礼拝／物故者追悼礼拝含む 13：00～13：30
■ 記念講演:講師／石原 潔氏（獣医学科８期）13：30～14：30
　 演題 ／「ハム屋の創造物語一獣医解剖学教室からNOSAI、そしてガンジスへ」

２０１５年度
ホームカミングデー開催のご案内

　同窓会では、「受取人払郵便はがき」を作成しています。
　地区支部同窓会総会案内や同期会、OB会等各種同窓会の返信
用に利用することが可能です。「学園だより」に１枚同封されてお
りますので、住所変更等にもご利用願います。

同窓会専用はがきと利用方法

７月11日（土）
７月25日（土）
７月26日（日）
７月26日（日）
８月  1日（土）
９月12日（土）
９月27日（日）

関東甲信越地区新潟県支部総会
関東甲信越地区東京都支部総会
関東甲信越地区神奈川県支部総会
酪小獣「麦の会」総会・研修会
緑風会（教員OB会）中央研修会
酪農学園ホームカミングデー
北海道４区宗谷支部総会

同窓会等開催予定

⑮ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

　2014年度決算が、去る５月27日開催の理事会にて承認されま
したので、その概要をお知らせいたします。
　学校法人会計の計算書類は、資金繰りを示す「資金収支計算書」、
経営状況を示す「消費収支計算書」および財産状況を示す「貸借対
照表」より成り、私立学校法第47条および学校法人会計基準第４
条により定められた規則に基づき作成したものです。

寄付金（２０１４年度）

日時／2015年７月25日（土）午後１時00分～
会場／「酪農学園東京オフィス」
　　　 千代田区有楽町２丁目10番１号　東京交通会館11階
　　 　TEL.03-6269-9955
講演会：講師　酪農学園 学園長　仙北富志和氏
総会・懇親会
会　費／6，０００円　（会員会費含む）
連絡先／03-6269-9955(東京オフィス内)
出欠は、後日個別にお送りする往復葉書に記載し投函ください。　　

　東京都支部長　須田　利明

同窓会連合会東京都支部総会のお知らせ

　住所変更された同窓生の方は、同窓会事務局までご連絡
ください。
● TEL 011-386-1196
● FAX 011-386-5987
● e-mail：rg-dosok@rakuno.ac.jp 
● 〒069-8501 江別市文京台緑町582
● http://rakuno.org/ ご覧ください。

お知らせとお願い

多くの方からご支援を賜り誠にありがとうございました。

1． 奨学金貸与事業：28名に対し、総額13,200,000円を
    貸与した。

２０１４年度事業報告

４． 『酪農育英会だより』の発行（2014年12月）

内　訳
予　算 決　算 差　異

人数 (千円) 人数 (千円) 人数 (千円)
大　　学 31 14,880 27 12,960 4 1,920

0

大 学 院 1 600 0 0 1 600
高等学校 3 720 1 240 2 480
計 35 16,200 28 13,200 7 3,000

３． 酪農研究奨励金交付事業
団体１、個人1名に対し総額600,000円を交付した。
●日本酪農青年研究連盟 (日本酪農研究会)　 　  　  300,000円
　第66回日本酪農研究会における最優秀賞(黒澤賞)の副賞（酪農
　育英金）等として交付した。
●酪農学園内の40歳未満の教職員
　農食環境学群食と健康学類　田上　貴祥 助教　 　300,000円
　『食肉加工特性の可視化技術の開発』

２０１５年度事業計画
１．奨学金貸与事業：35名に対し、総額16,440,000円を貸与する。
　 （公１事業）
　・大学32名15,360,000円、大学院１名600,000円、
　 高校２名480,000円

２．奨学金給与事業：17名に対し、総額4,200,000円を給与する。
　 （公１事業）
　・（外国人私費留学生）大学２名960,000円、大学院３名1,800,000円
　 （高等学校）12名1,440,000円

３．研究奨励金交付事業：１個人に対し300,000円を交付する。
 　 （公２事業）
　・酪農学園内の40歳未満の教職員  　　　　　 　　　　300,000円

４．研究奨励金交付事業：１団体に対し総額300,000円を交付する。
　 （その他の事業）
　・日本酪農青年研究連盟 (日本酪農研究会)　    　　 　 300,000円

５．『酪農育英会だより』2015年度版の発行を行う。

（詳細はHPを参照ください）

（詳細は同窓会ＨＰでご確認願います）

日時／2015年10月24日（土）午後６時00分～
会場／「新さっぽろアークシティホテル」
　　　　札幌市厚別区厚別中央２条５丁目６－２
　　　　TEL 011-890-2525

懇親会／午後６時００分～
会　費／7，０００円
出席を希望される方は９月２０日までに同封されている返信用葉書
に「10/24」「全共同窓会」と明記の上、投函ください。
問い合わせ先：下記の同窓会事務局まで

第１４回全日本ホルスタイン共進会における
酪農学園同窓会開催のお知らせ

（旧家畜栄養・飼料学研究室との合同開催）

（詳細は後日、同窓会ＨＰでご案内しますのでご確認願います）

資金収支計算書（概要） ＜単位：千円＞

科　目 決算額 科　目 決算額

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金

5,409,400
113,648
122,724
1,067,577
126,858
2,411,159
1,020,944
216,534
75,200
739,898
2,122,472
△1,009,912
4,584,791

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

3,963,340
2,266,738
670,796
6,364

169,200
3,095,589
397,947
2,380,530
780,673

△1,266,398
4,536,514

支出の部合計 17,001,293

（収入の部） （支出の部）

収入の部合計 17,001,293

＜単位：千円＞消費収支計算書（概要）

科　目 科　目 決算額

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入

5,409,400
113,648
144,753
1067,577
126,858
111,982
1,020,944
217,559

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能額

3,905,149
3,094,887
748,062
6,364
9,519
294

消費支出の部合計 7,764,275
当年度消費収支差額 △2,277,817
前年度繰越消費収支差額 △2,659,443
翌年度繰越消費収支差額 △4,937,260
帰属収支差額 448,446

（収入の部） （支出の部）

帰属収入合計 8,212,721
基本金組入額合計 △2,726,263
消費収入の部合計 5,486,458

決算額

貸借対照表（概要）

2014年度末

（基本金及び消費収支差額の部）

固定負債
流動負債

1,936,149
2,227,045

負債の部合計 4,163,194

＜単位：千円＞

科　目 科　目 2014年度末

固定資産
　有形固定資産
　その他の固定資産
流動資産

31,398,974
19,459,584
11,939,390
4,871,870

（資産の部） （負債の部）

資産の部合計 36,270,844

37,044,910

翌年度繰越消費収支差額

基本金

△4,937,260

負債の部、基本金及び
消費収支差額の部合計 36,270,844

科　目 2014年度末

大　学 私　費
留学生

1 480 1 480 0
大学院 4 2,400 3 1,800 1 600

高 等 学 校 15 1,800 15  1,750 0 50
邦人留学生 1 480 0  0 1 480

計 21 5,160 19  4,030 2 1,130

内　訳
予　算 決　算 差　異

人数 (千円) 人数 (千円) 人数 (千円)

２． 奨学金給与事業：19名に対し、総額4,030,000円を
    給与した。

 （特記事項：高校1名、休学により11月から停止）
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酪農育英会だより2014年度決算の概要 　去る５月28日に開催された酪農学園同窓会連合会の理事会・
代議員会において、以下のことが決定されました。
 ・ 42年の歴史を持つ酪農学園同窓会連合会は、2015年度より
「酪農学園同窓会」に名称が変更されました。
　従来の個々に運営されていた同窓会活動について、高校、短大、
大学の各単位同窓会と地区支部同窓会の組織・財務の統合による
一元化を推進していきます。
 ・ また、役員改選において、野村武会長は任期満了のため退任さ
れ、顧問に就任しました。今回、選任された主な役員は以下のとお
りです。
　会　長　小山 久一氏　　（大学酪農学科  ９期）　　新任
　副会長　浅野 政輝氏　　（と わ の 森 高  １期）　　再任
　副会長　堀内 信良氏　　（短 大 酪 農 科  2 3 期）　　再任
　副会長　加藤 清雄氏　　（大学獣医学科   ５期）　　新任
　副会長　岡田　 勉氏　　（関東甲信越地区会長）　　再任
　その他の役員も大幅に変更になりました。下記の酪農学園同窓
会ＨＰからご確認をお願いします。
　高校、短大、大学の同窓会や地区支部同窓会の開催予定も見る
ことができます。また、同期会やOB会等の助成金申請や各種証明
書の発行もこちらからどうぞ。

同窓会からのお知らせ

　今年で第24回となるホームカミングデーを黒澤記念講堂およ
び同窓会前庭を会場として、下記のとおり開催の準備を進めてお
ります。
　例年どおり野外バーベキューランチ（元野幌農場で肥育された
日本短角牛や大学牛乳をご賞味いただきます）でオープニングの
予定です。ふるってご参加いただきたくご案内申し上げます。な
お、この機会に合わせて同期会やOB会の開催をご検討願います。

　詳細は後日、上記の同窓会ＨＰで告知します。
　＊なお、同期会や部活、研究室等での同窓会開催を計画される
　　場合は、幹事の方々はお手数ですが、助成金申請を含めて同
　　窓会事務局までご一報願います。

酪農学園同窓会ホームページ
http://rakuno.org/

　大学同窓会校友会や、短大同窓会ＨＰも見ることが可能です。
恩師等の情報は下記のホームページからご覧ください。

貴農同志会（教職員OB会）ホームページ
http://doushikai.rakunogakuen.org/

■ 開催日時／2015年９月12日（土）
　 昼食会11：00～12：30 
　 同窓会前庭でのバーベキューランチ（会費1,000円）
■ 記念礼拝／物故者追悼礼拝含む 13：00～13：30
■ 記念講演:講師／石原 潔氏（獣医学科８期）13：30～14：30
　 演題 ／「ハム屋の創造物語一獣医解剖学教室からNOSAI、そしてガンジスへ」

２０１５年度
ホームカミングデー開催のご案内

　同窓会では、「受取人払郵便はがき」を作成しています。
　地区支部同窓会総会案内や同期会、OB会等各種同窓会の返信
用に利用することが可能です。「学園だより」に１枚同封されてお
りますので、住所変更等にもご利用願います。

同窓会専用はがきと利用方法

７月11日（土）
７月25日（土）
７月26日（日）
７月26日（日）
８月  1日（土）
９月12日（土）
９月27日（日）

関東甲信越地区新潟県支部総会
関東甲信越地区東京都支部総会
関東甲信越地区神奈川県支部総会
酪小獣「麦の会」総会・研修会
緑風会（教員OB会）中央研修会
酪農学園ホームカミングデー
北海道４区宗谷支部総会

同窓会等開催予定

⑮ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

　2014年度決算が、去る５月27日開催の理事会にて承認されま
したので、その概要をお知らせいたします。
　学校法人会計の計算書類は、資金繰りを示す「資金収支計算書」、
経営状況を示す「消費収支計算書」および財産状況を示す「貸借対
照表」より成り、私立学校法第47条および学校法人会計基準第４
条により定められた規則に基づき作成したものです。

寄付金（２０１４年度）

日時／2015年７月25日（土）午後１時00分～
会場／「酪農学園東京オフィス」
　　　 千代田区有楽町２丁目10番１号　東京交通会館11階
　　 　TEL.03-6269-9955
講演会：講師　酪農学園 学園長　仙北富志和氏
総会・懇親会
会　費／6，０００円　（会員会費含む）
連絡先／03-6269-9955(東京オフィス内)
出欠は、後日個別にお送りする往復葉書に記載し投函ください。　　

　東京都支部長　須田　利明

同窓会連合会東京都支部総会のお知らせ

　住所変更された同窓生の方は、同窓会事務局までご連絡
ください。
● TEL 011-386-1196
● FAX 011-386-5987
● e-mail：rg-dosok@rakuno.ac.jp 
● 〒069-8501 江別市文京台緑町582
● http://rakuno.org/ ご覧ください。

お知らせとお願い

多くの方からご支援を賜り誠にありがとうございました。

1． 奨学金貸与事業：28名に対し、総額13,200,000円を
    貸与した。

２０１４年度事業報告

４． 『酪農育英会だより』の発行（2014年12月）

内　訳
予　算 決　算 差　異

人数 (千円) 人数 (千円) 人数 (千円)
大　　学 31 14,880 27 12,960 4 1,920

0

大 学 院 1 600 0 0 1 600
高等学校 3 720 1 240 2 480
計 35 16,200 28 13,200 7 3,000

３． 酪農研究奨励金交付事業
団体１、個人1名に対し総額600,000円を交付した。
●日本酪農青年研究連盟 (日本酪農研究会)　 　  　  300,000円
　第66回日本酪農研究会における最優秀賞(黒澤賞)の副賞（酪農
　育英金）等として交付した。
●酪農学園内の40歳未満の教職員
　農食環境学群食と健康学類　田上　貴祥 助教　 　300,000円
　『食肉加工特性の可視化技術の開発』

２０１５年度事業計画
１．奨学金貸与事業：35名に対し、総額16,440,000円を貸与する。
　 （公１事業）
　・大学32名15,360,000円、大学院１名600,000円、
　 高校２名480,000円

２．奨学金給与事業：17名に対し、総額4,200,000円を給与する。
　 （公１事業）
　・（外国人私費留学生）大学２名960,000円、大学院３名1,800,000円
　 （高等学校）12名1,440,000円

３．研究奨励金交付事業：１個人に対し300,000円を交付する。
 　 （公２事業）
　・酪農学園内の40歳未満の教職員  　　　　　 　　　　300,000円

４．研究奨励金交付事業：１団体に対し総額300,000円を交付する。
　 （その他の事業）
　・日本酪農青年研究連盟 (日本酪農研究会)　    　　 　 300,000円

５．『酪農育英会だより』2015年度版の発行を行う。

（詳細はHPを参照ください）

（詳細は同窓会ＨＰでご確認願います）

日時／2015年10月24日（土）午後６時00分～
会場／「新さっぽろアークシティホテル」
　　　　札幌市厚別区厚別中央２条５丁目６－２
　　　　TEL 011-890-2525

懇親会／午後６時００分～
会　費／7，０００円
出席を希望される方は９月２０日までに同封されている返信用葉書
に「10/24」「全共同窓会」と明記の上、投函ください。
問い合わせ先：下記の同窓会事務局まで

第１４回全日本ホルスタイン共進会における
酪農学園同窓会開催のお知らせ

（旧家畜栄養・飼料学研究室との合同開催）

（詳細は後日、同窓会ＨＰでご案内しますのでご確認願います）

資金収支計算書（概要） ＜単位：千円＞

科　目 決算額 科　目 決算額

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金

5,409,400
113,648
122,724
1,067,577
126,858
2,411,159
1,020,944
216,534
75,200
739,898
2,122,472
△1,009,912
4,584,791

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

3,963,340
2,266,738
670,796
6,364

169,200
3,095,589
397,947
2,380,530
780,673

△1,266,398
4,536,514

支出の部合計 17,001,293

（収入の部） （支出の部）

収入の部合計 17,001,293

＜単位：千円＞消費収支計算書（概要）

科　目 科　目 決算額

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入

5,409,400
113,648
144,753
1067,577
126,858
111,982
1,020,944
217,559

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能額

3,905,149
3,094,887
748,062
6,364
9,519
294

消費支出の部合計 7,764,275
当年度消費収支差額 △2,277,817
前年度繰越消費収支差額 △2,659,443
翌年度繰越消費収支差額 △4,937,260
帰属収支差額 448,446

（収入の部） （支出の部）

帰属収入合計 8,212,721
基本金組入額合計 △2,726,263
消費収入の部合計 5,486,458

決算額

貸借対照表（概要）

2014年度末

（基本金及び消費収支差額の部）

固定負債
流動負債

1,936,149
2,227,045

負債の部合計 4,163,194

＜単位：千円＞

科　目 科　目 2014年度末

固定資産
　有形固定資産
　その他の固定資産
流動資産

31,398,974
19,459,584
11,939,390
4,871,870

（資産の部） （負債の部）

資産の部合計 36,270,844

37,044,910

翌年度繰越消費収支差額

基本金

△4,937,260

負債の部、基本金及び
消費収支差額の部合計 36,270,844

科　目 2014年度末

大　学 私　費
留学生

1 480 1 480 0
大学院 4 2,400 3 1,800 1 600

高 等 学 校 15 1,800 15  1,750 0 50
邦人留学生 1 480 0  0 1 480

計 21 5,160 19  4,030 2 1,130

内　訳
予　算 決　算 差　異

人数 (千円) 人数 (千円) 人数 (千円)

２． 奨学金給与事業：19名に対し、総額4,030,000円を
    給与した。

 （特記事項：高校1名、休学により11月から停止）
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⑯ 酪農学園だよりvol.140（2015.7.1）

　生徒に、「将来どのような生活をしたいですか？」と聞くと、ほとんどの生徒は「幸せな生活をしたい」と答えます。幸
せな生活を将来おくるために、今どのような努力をしているでしょうか。人によっては、将来自分がどのように生きて
いきたいか、夢をどのようにかなえていこうかと準備を続けている人もいるかもしれません。
　社会の中には様々な立場の人がいます。その立場に応じた責任を、任された時には負わなければなりません。自分
が立場のある仕事を任された時には、陰で支えてくれる立場にある人のことも考える必要があります。好き勝手に、
自分のことしか考えない行動をとれば、周りの人たちはどのような気分になってしまうでしょうか？
　自分の立場のことばかり考えるのではなく、自分よりも弱い（と考えられる）立場の人のことも考えて行動すること
で、より多くの人と良い関係を築き、お互いが気持ちよく働き、よりよい仕事を可能にできるのだということを聖書は
私たちに教えているのです。
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【昇 格】

【異動等】
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主 任 技 師
特 任 職 員

(3) 事務局

　学園教職員一同、生前のご功績を
しのび、心よりご冥福をお祈りいた
します。
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Information

事 務 課 佐 々 　 秀 和(2) 高　校

（前．戦略本部主任主事）
戦 略 本 部

課 長 補 佐

課 長 補 佐 津 川 　 裕 一

入 試 部
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（前．管財課主任主事）

(2) 事務局 農 事 課 課 長 髙 橋 　 秀 一
（前．学務課課長）

(3) 役　職 酪農学園フィールド教育研究センター セ ン タ ー 長 中 辻　  浩  喜
（任期2015年4月1日～2017年3月31日）

酪農学園フィールド教育研究センター 副センター長 園 田   　高 広
（任期2015年4月1日～2017年3月31日）

酪農学園フィールド教育研究センター 副センター長 泉 　   　賢 一
（任期2015年4月1日～2017年3月31日）
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黒澤　力太郎様（97歳）
　2015年３月13日逝去
元酪農学園学園長
元酪農学園理事・評議員
元酪農育英会理事長
酪農学園後援会相談役

町村　末吉様（90歳）
　2015年３月２日逝去
元酪農学園理事・評議員　
元酪農学園後援会会長
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あなたがたの中でいちばん偉い人は、
いちばん若い者のようになり、上に立つ人は、
仕える者のようになりなさい。

ルカによる福音書 22章26節

聖句

Green Stage　～黒澤酉蔵の銅像「寒地農業の発展」の願いを込めて北方を指し示す～

人の動き




